
2003年出上の木簡

木
簡
に
は
、
上
位
か
ら

「天
足
」
と
上
下
左
右
対
称
に
記
さ
れ
、
中
位
に
は

上
下
対
称
に

「九
九
八
十

一
」
と
書
か
れ
、
下
位
に
は

「急
々
如
律
令
」
と
思

わ
れ
る
墨
書
が
み
ら
れ
る
。
形
状
は
、
長
方
形
の
材
の
上
端
を
山
形
に
尖
ら
し
、

下
端
は
平
ら
に
仕
上
げ
、
側
縁
左
右
裾
を
カ
ッ
ト
し
て
幅
狭
に
成
形
し
て
い
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏
氏
、
山
本

崇
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

佐
賀
市
教
育
委
員
会

『牟
田
口
遺
跡
』
（佐
賀
市
文
化
財
調
査
報
告
書
一
四
〇
、

一
５
Ｑ
一一年
）

（中
野
　
充
）

長
崎
・炉
粕
町
遺
跡

（長
崎
奉
行
所
立
山
役
所
跡
）

１
　
所
在
地
　
　
　
長
崎
市
炉
粕
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）
四
月
１
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
長
崎
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
川
口
洋
平

・
柚
木
亜
貴
子

・
平
田
賢
明

５
　
遺
跡
の
種
類
　
奉
行
所
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
長
崎
市
街
北
部
に
あ
り
、
長
崎
奉
行
所
立
山
役
所
跡
の
南
側
に
接
し

て
い
る
。
主
体
と
な
る
年
代
は
、　
三
ハ
世
紀
末
か
ら

一
七
世
紀
前
半
ま
で
で
、

銅
の
精
錬
に
関
す
る
炉
跡
や
対

蝸
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
長
崎
奉
行
所
と
の
境

付
近
で
幅
約
五
ｍ
深
さ
約

一
・

五
ｍ
の
東
西
に
延
び
る
溝
が
検

出
さ
れ
、
木
簡
を
含
む
多
数
の

木
製
品
が
出
土
し
た
。
溝
は
、

確
認
さ
れ
た
位
置
や
出
土
遺
物

の
内
容
か
ら
み
て
、
長
崎
奉
行

を

一

(長 崎)



所
に
関
係
す
る
遺
構
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

長
崎
奉
行
所
立
山
役
所
は
（
延
宝
元
年

（
三
ハ
七
一う

に
設
置
さ
れ
た
が
、

『長
崎
実
録
大
成
』
に
よ
れ
ば
、
享
保
二
年

（
一
七
一
七
）
に

「屋
敷
内
悉
ク

平
地
二
均
シ
テ
本
屋
長
屋
全
ク
造
替
ラ
ル
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
な
大
改
造
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。
実
際
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
も
、
こ
の
記
述
に
対
応
す
る
整

地
層
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
前
述
の
溝
も
出
上
し
た
陶
磁
器
の
年
代
か
ら
判
断

し
て
、
こ
の
時
に
埋
め
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
掘
削
さ
れ
た
年
代
は
明
ら
か

で
な
い
が
、
排
水
と
境
界
の
機
能
を
兼
ね
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

出
土
資
料
の
年
代
は
、
延
宝
元
年
の
奉
行
所
設
置
か
ら
享
保
二
年
の
改
造
ま

で
の
可
能
性
が
高
く
、
年
代
の
限
ら
れ
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

木
簡
は

一
人
点
出
土
し
た
が
、
現
在
整
理
中
で
、
釈
読
で
き
た
九
点
の
み
を
紹

介
す
る
。
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木
簡
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釈
文

・
内
容
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ざ
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一
尺
五
寸
五
間
入
」
　
　
　
　
　
　
　
　
］∞睫
Ｐ隻
８

ｏ２

①
ｌ
⑤
は
、
形
状
お
よ
び
店
の
屋
号
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
奉
行
所
に
納

入
さ
れ
た
商
品
の
荷
札
と
思
わ
れ
る
。
０
は
、
容
器
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
０
は
、

用
途
不
明
の
木
札
、
①
は
漆
塗
り
の
杯
、
⑪
は
も
の
さ
し
で
あ
る
。
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2003年出上の木簡

釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
県
立
長
崎
図
書
館
の
本
馬
貞
夫
氏
、
石
尾
和
貴
氏
の

ほ
か
、
東
大
寺
図
書
館
の
横
内
裕
人
氏
、
坂
東
俊
彦
氏
、
奈
良
文
化
財
研
究
所

の
吉
川
聡
氏
、
山
本
崇
氏
ほ
か
の
ご
協
力
を
得
た
。
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